
あとがき

本誌の編集委員として最後のあとがきを書くことに
なりました．
医療における臨床検査の本質を語るのに，「医療の

質は，臨床検査の質に依存する」という言葉がありま
す．臨床検査の質が高ければ，これを用いて行う医療
の質も高くなる．というわけです．臨床は患者さんに
直接かかわることから，医学におけるアートとしての
役割であるとしますと，臨床検査はまさしくサイエン
スとしての役割になります．例えば臨床化学検査で
は，可能な限り化学量論的(stoichiometric)に扱われ
るように測定方法を組み立て，かつ精確な測定結果に
なるようにします．そして患者さんの悩みを少しでも
解決できるように臨床検査を通して問題解決の成果を
患者さんに還元することです．
古い話になりますが，1986年10月オーストリアの

グラーツ市で開催されました IFCCのセンサーワーキ
ンググループによる第8回国際シンポジウム(グラー
ツ会議)では，簡便・迅速に測定ができるイオン選択
電極法(ISE法)をいかにしたら日常検査法にできるの
か，各国での検討結果を協議しました．ISE法の標準
化の国際会議です．日本からは私が中心になってまと
めあげた正確さを基盤とした測定体系(accuracy based

 
measurement system)を組み立てて，基準法(defini-
tive method：Naはイオン交換分離重量法，KとCl
は同位体希釈質量分析法)を用いて，性状を規定した
血清にNa，K，Clの濃度値を決定した血清標準物質
(serum reference material)を用いて ISE法を校正す
ることを提案しました．
実はこの会議が私にとって初めての海外での国際会

議への参加でした．今から24年前のこと，臨床検査
の世界では全く常識以前の内容であったことから，少
なくとも国内では猛攻撃を受けました．しかし，グ
ラーツ会議では，先行のヨーロッパグループによる
Na，Kは炎光光度法，Clは電量滴定法で行くことに
対して，「これでは誤差が大きくて基準にはならない」
と強い異議を唱えていたシモン先生(バリノマイシン
電極を発案し，臨床検査へ ISE法を導入)は，われわ
れの提案には，「これなら認める」と賛同を得ました．
これは以後の心の支えになりました．
化学量論的に実試料系の標準を設定する．この実試

料標準物質が，臨床検査の基準になるということで
す．ですから分析化学や標準の研究の領域では大いに
賞賛を受けました．今でこそこの考え方は，臨床検査
では常識になりました．
常識でない時代にいずれ常識になることをやること

は，大変な勇気・努力・根気がいります．以後今日ま
で臨床検査用の実試料標準物質の設定作業にかかわっ
てきました．“The last but not works”(これで終わ
り，でもまだ仕事があります)．長い間ありがとうご
ざいました．

(桑 克彦)
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